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分析は有名で、ANOVA (ANalysis Of VAriance)とよばれています。大学学部での学習で
もよく利用されている分析方法の 1 つです。 
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入力します。各グループのデータ数は、グループ 1 が 7 個、
グループ 2 が 6 個、グループ 3 が 7 個、グループ 4 が 5 個
となっています。グループで、データ数が同じでなくても
かまいません。 







すると、図 4 のような「変数」画面にかわります。 






図 2 グループデータ 
図 3 SPSS のデータビュー画面 
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図 4 SPSS の変数ビュー画面 
図 5 SPSS のデータビュー画面 
(整数への返還後) 
図 6 レガシーダイアログメニュー 
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 すると、分布を示す図 9 が表示されます。この図から次のことがわかります。どのグ
ループのデータ値のばらつきも同じぐらいで、値はグループ 3 以外、同じような値にな















4 つの中で 2 つの組み合わせをつくる組み合わせの数は 6 個になります。 
 それぞれの検定で有意水準を 5％に設定した場合、この数値は平均値が等しいとする
帰無仮説が棄却されたとしたとき、その結果が誤る確率をあらわします。 
 6 回の検定をしたとき、その中で少なくとも 1 回の検定で誤るという確率を求めてみ
ましょう。 
図 8 シンプルドットプロットの定義画面 
図 9 分布図 
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 6 回とも全く誤らない確率は（1 - 0.05)6 = 0.74 ですから、少なくとも 1 回誤る確率は



















 上記の 3 カ所にチェックをいれて、最後に「続行」のボ
タンをクリックします。 










図 10 一元配置分散分析画面 
図 11 一元配置分散分 
オプション画面 
✔ 
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ラフと等分散性の検定のウィンドウも表示されます。 































表 2 等分散性の検定 
図 12 平均値のグラフ 
表 3 一元配置分析 
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表 4 があらわれます。 







っています。この結果は、図 12 の平均値のグラフで状況を知ることができます。 
図 13 一元配置分散分析：その後の多重比較画面 








 一般に A という因子を考え、水準が r 個あるとし、それぞれの観測値が表 5 のように
示します。 
すなわち、i 番目の水






   
























 さて、全観測値の全平方和 ST はつぎのように書き換えることができます。 
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Aの水準 観 測 値 計 平均 
A1 x11 x12 
 
⋅ ⋅ ⋅  x1n1 T1 x 1  
A2 x21 x22  
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表 5 それぞれの観測値 
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    ST = SA + SE  
 
のように 2 つの平方和に分解できることがわかります。SA は級間平方和、SE は級内平
方和とよばれます。 
 つぎに、モデルを考えることにします。xij は下記のような確率変数 Xijの実現値であ
るとします。 
 
             
X ij = µ + α i + ε ij  
 
ここで、εijは n 個の互いに独立な N(0,σ2）にしたがう確率変数です。さらに、 
αiは下の等式をみたすものとします。 
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 そこで、SAの期待値 E[SA] と、SEの期待値 E[SE] を求めます。その結果、次の 2 式
が得られます。 
 











 ここで、各水準 i による効果がない、ということを検定することを考えましょう。す
なわち、このことは、帰無仮説 H0:  
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